
 

 
重 要  

 ケーブルは、AWG16～24 のものを 30m 以内で使

用してください。 
（単線：φ0.5～φ1.2mm、より線：0.2～1.5mm2） 

 電線被覆の剥ぎ長さは 9～10mm とし、導体を傷つ

けたり曲げないでください。 
剥ぎ長さが規定外であったり、導体に傷や曲がりが

あると、感電および焼損事故などの原因となります。 

 より線を接続する際、1 つの電線挿入口には 1 本の

電線を差し込んでください。 
電線の合計断面積が規定内（0.2～1.5mm2）であっ

ても、2 本以上は接続しないでください。絶縁不良、

接触不良および電線欠落の原因となります。 

  外部電源を使用する場合   
外部電源とユーザ機器のグランドを必ず接続してく

ださい。特に RS485 信号を 2 線接続する場合は注

意してください。 
外部電源とユーザ機器のグランド電位が異なると、

正常に通信できず、機器故障の原因となります。 

  AC アダプタを使用する場合   
ユーザ機器のシグナルグランドは、必ず接続してく

ださい。ユーザ機器の信号レベルが安定せず、正常

な通信ができなくなります。 

 接続後は、誤配線、接続不良がないことを十分確認

してください。 

① RS485 ケーブルと電源ケーブル（または AC アダプタ）をユニットに接続する。 
単線の場合は、プッシュイン接続できます。 
より線の場合は、端子台のボタンを押しながらケーブルを差し込んでください。 

ケーブルの接続 （取扱説明書 52 ページ「ユニットとユーザ機器を接続する」） 

（取扱説明書 53 ページ「ユニットに電源を接続する」） 

 電源の種類によって、 
接続方法が異なります。Point 

1：電源端子（+5V） 
2：グランド端子（0V） 
6：RS485 シグナルグランド 
7：RS485 データ＋ 
8：RS485 データ－ 
※3～5 は、使用しないでください。

●端子台仕様 

より線の場合は、 
ボタンを押す。 
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（取扱説明書 57 ページ「電源を投入する」） 電源の投入 

ホームページで本製品の最新情報をご提供しています。 http://www.xbow.jp/rs485.html 
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① 親機→子機の順番で電源を投入する。 

電源切替スイッチを、電源の種類に応じて

切り替えてください。 
電源切替スイッチ 

４ ケーブルを接続し、電源オン
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1 始める前にお読みください 

安全設計に関するお願い 
 

弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、

半導体製品は故障が発生したり、誤動作する場合

があります。 

 

弊社製品の故障または誤動作によって結果とし

て、人身事故、火災事故および社会的損害などを

生じさせないような安全性を考慮した冗長設計、延

焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に

十分ご留意ください。 

 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。 

■ 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、「警告」「注意」の表示で区分し、説明してい

ます。詳しくは下記の各欄をご覧ください。 

■ お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。（下記は絵表示の一例です） 

       このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。          この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 

注意 
｢傷害を負う可能性または物的損害のみが

発生する可能性が想定される｣内容です。

故障の原因となります。 
 
結露するような場所では使用しないでください。
温度差の激しい環境を急に移動した場合、結露するおそ

れがありますのでご注意ください。 

変形、変色、火災、故障の原因となることがあります。  

万一、結露が生じた場合は一旦使用をやめ、乾燥させる

か、長い間同じ環境に置いたうえでご使用ください。 
 
直射日光の当たる場所やヒーター、クーラーの
吹き出し口など、温度変化の激しい場所に放置
しないでください。 
変形、変色、火災、故障の原因となります。 
 
製品を落としたり、強い衝撃を与えないでくだ
さい。 
けが、故障の原因となることがあります。 
 
湿気やほこりの多い場所での使用、放置はしな
いでください。 
故障の原因となることがあります。 
 
テレビやラジオの近くで使用しないでください。
電波障害を与えたり、受けたりする原因になることがあります。
 
強い磁界や静電気の発生する場所、温度、湿度
が仕様に定めた使用環境を超えるところでは使
用しないでください。 
故障の原因となることがあります。 

本機の上に重い物を載せたり、乗ったりしない。
倒れたり落下すると、けがや製品の故障の原因になること

があります。また、重量で外装ケースが変形し、内部部品

が破損すると、故障の原因になることがあります。 
 
ぐらついた台の上や、傾いた所など不安定な場
所に設置しないでください。 
落下すると、火災、けが、故障の原因となります。 
 
製品の上に重いものを載せたり、挟んだりしな
いでください。 

警告 
｢死亡または重傷などを負う可能性が想

定される｣内容です。 

 

火災、感電、故障の原因となります。 

分解や改造は、絶対にしないでください。また、
ご自分で修理しないでください。 

感電、故障の原因となります。 

 

 

水などで濡れやすい場所では使用しないでくだ
さい。 

誤動作、故障の原因となります。 

指定品（オプション）以外の付属品および別売
品は使用しないでください。 

濡れた手で本機を使用しないでください。 
感電の原因となります。 

 

万一、煙が出ている、変な臭いがする、異音が
する、水などが入った場合は、使用を中止して
ください。 
そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因となります。 

安全上のご注意 
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２ 無線機の設定をしましょう ３ ネットワークの設定をしましょう 

① 各ユニットの機器設定スイッチを、 
図のようにする。 

作業前の確認 設定ツールのインストール （取扱説明書 23 ページ「設定ツールをインストールする」）

ここでは、図の無線化システムを例に設定作業を説明をします。 
まず、各ユニットの「無線ノード ID」「無線チャンネル」「グループ ID」を確認しましょう。 

無線ノード ID・無線チャンネル・グループ ID の設定 （取扱説明書 19 ページ「無線機の設定」）

ユニットとパソコンの接続

通信・プロトコルの設定

① オ プ シ ョ ン MP-D12 CD の 「 neoMOTE モ デ ム 設 定 ツ ー ル 」 フ ォ ル ダ に あ る

「RFModemSetup.msi」をダブルクリックする。 
画面のメッセージにしたがって、インストールしてください。 

A  親機（無線ノード ID:0） 

① パソコンに RS485←→USB コンバータ（市販）を取り付ける。 
取り付け方法は、コンバータの取扱説明書を参照してください。 

② コンバータからの RS485 ケーブルと、電源ケーブル 
（または AC アダプタ）をユニットに接続する。 
電源の種類によって接続の方法は異なります。（次ページ） 

③ ユニットに電源を投入する。（次ページ） 

（取扱説明書 24 ページ「ユニットとパソコンを接続する」） 

コンバータ推奨機種：USB485A 
（販売：日本エクセル株式会社） 

※ すべてのパソコンに対し、推奨

コンバータの正常な動作を保証

するものではありません。 

④ 「プロトコル設定」タブをクリックする。 
⑤ 下記の項目をユーザ機器の仕様に合わせ設定し、「設定」をクリックする。 

① アイコンをダブルリックして設定ツールを起動する。 
② 「接続・読込」をクリックする。 
③ 下記の項目をユーザ機器の仕様に合わせ設定し、「設定」をクリックする。 

④

●無線チャンネル：11ch 
●グループ ID：111 
 

ユニット親機 
（無線ノード ID：0） 

ユニット子機
（無線ノード ID：1）

ユーザ機器親機
（ユーザ機器通信アドレス：0）

ユーザ機器子機
（ユーザ機器

通信アドレス：1）

B C ユニット子機
（無線ノード ID：2）

ユーザ機器子機
（ユーザ機器

通信アドレス：2）

A 

B  子機（無線ノード ID:1） 

C  子機（無線ノード ID:2） 

NODE ID 
×1 ×10 RF-CH GR-ID 

無線ノード ID 設定スイッチ 

１０の位 １の位 
無線チャンネル 
設定スイッチ 

グループ ID 
設定スイッチ 

●機器設定スイッチ 

機器設定スイッチと無線チャンネル・グループ ID の
対応は表のとおりです。 
機器設定 
スイッチ 

（RF-CH） 

無線 
チャンネル 

 
機器設定 
スイッチ 

（GR-ID） 

グループ 
ID 

0 11 ch  0 100 
1 12 ch  1 101 
2 13 ch  2 102 
3 14 ch  3 103 
4 15 ch  4 104 
5 16 ch  5 105 
6 17 ch  6 106 
7 18 ch  7 107 
8 19 ch  8 108 
9 20 ch  9 109 
A 21 ch  A 110 
B 22 ch  B 111 
C 23 ch  C 112 
D 24 ch  D 113 
E 25 ch  E 114 
F 初期化モード  F 115 

機器設定 
スイッチ 

 無線機の設定は、「機器設定
スイッチ」を使用します。

ネットワークの設定は、 
「設定ツール」を使用します。Point Point

設定の前に、ユーザ機器の通信・プロトコル仕様を確認してください。ユニ

ットの工場出荷値は取説の設定ツール初期画面の通りです。 

①

NODE ID 
×1 ×10 RF-CH GR-ID 

NODE ID 
×1 ×10 RF-CH GR-ID 

ボーレート（初期値：9600bps）

データビット（初期値：8 ビット） 

パリティ（初期値：なし） 

ストップビット（初期値：1 ビット）

（ 取扱説明書 25 ページ 

    「ユニットの設定を読み込む」） 


（取扱説明書 60 ページ 

  「トラブルシューティング」） 

②

（取扱説明書 27 ページ 

    「通信設定をする」） 

③

（取扱説明書 29 ページ 

  「プロトコル設定をする」）

●パケットの構造

⑤

スタートコード（16 進）

エンドコードから 
 パケット終端までの 
 オフセット 

エンドコード（16 進）

先頭からのオフセット 

長さ

形式

●プリセット利用 

ModbusRTU/ASCII、透過通信 
仕様の場合はこれを選択。 

●送信先アドレスの設定

サイレントインター
バル（10 進） 
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